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（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

31︲91 中学校 国語 国語 2
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

学び方を習得し，見通しをもって自覚的に
活用しながら，学びに向かう力を高めます。

知識・技能と思考力・判断力・表現力を確実に
育成し，言語文化の担い手を育てます。

他者との交流・共有をとおして，多様な価値
観が共生する社会で生きる力を高めます。

主体的に学ぶ

深く学ぶ

主体的に
学ぶ

自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り，学びに向かう力1

活用できる力を育てる─学び方を学ぶ，言葉で考える力，語彙の拡充2

かかわる力を育てる─対話・合意形成，コミュニケーション能力3

「共生社会」の一員として─多様な価値観，ものの見方・考え方の広がり4

「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力，情報の関連づけ5

言葉と文化の担い手として─豊かな読書，伝統的な言語文化の継承・発展6

対話を
とおして
学ぶ

深く学ぶ

対話をとおして学ぶ

この教科書は，教育基本法に掲げられた目標及び学習指導要領の目標を達成する
ために，次の6点を基本方針として編修しました。

言葉に学び，言葉で生きる言葉に学び，言葉で生きる

編修の基本方針1

15 三省堂 国語 802 現代の国語 2



自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り，学びに向かう力1

「領域別教材一覧」に示した「つけたい力」や，各教材の冒頭に示した目標によって見通しをもち，⿟・
自律的に学習を進め，振り返ることによって身につけた力の自覚と達成感，次の学びへの意欲が得
られるように構成しました。
小学校からの接続に配慮し，基礎・基本を確実に習得する学習からスタートして，身につけた力を⿟・
繰り返し活用しながら，無理なく段階的に国語の力を伸ばしていくことができるよう，系統的に構
成しました。

活用できる力を育てる─学び方を学ぶ，言葉で考える力，語彙の拡充2

多様な学習活動に活用できる「学び方」を身につけることを重視しています。⿟・
各学年のはじめには，基本となる「読み方」に焦点化して学習する「プレ教材」を設定しました。⿟・
「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材や ｢読むこと」教材の「学びの道しるべ」には，思考と語彙に⿟・
関する解説を設けて，「知識・技能」の確実な習得を図り，豊かな活用への道筋を開いています。

かかわる力を育てる─対話・合意形成，コミュニケーション能力3

対話・交流・共有によって学習を進めていくことを大切にしています。相手や目的などの条件を意⿟・
識して的確に表現する力を育成できるようにしました。
考えの異なりを対話によって理解し合い，より創造的な合意を生み出すことができるような学習の⿟・
流れを重視しています。

「共生社会」の一員として─多様な価値観，ものの見方・考え方の広がり4

多様な考えをもつ他者とのかかわりによって，異なる意見を尊重しながら，自分のものの見方・考⿟・
え方を拡充できるような学習活動や教材を設定しました。
さまざまな価値観が並立するグローバル社会，共生社会の一員として求められる幅広い資質・能力⿟・
を育成できるよう，題材を選定し，単元を構成しました。

「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力，情報の関連づけ5

多くの知識を蓄え，技能を習得することとともに，それらを活用して「自分の考え」を形成すること⿟・
へと展開しています。
「何がわかり，できるようになったか」にとどまらず，「あなたはどのように考えるか」と繰り返し問い，⿟・
自分自身にとっての切実な問題として学習が成立するように構成しました。
思考や表現によって「自分の考え」をつくり，対話を繰り返しながら自己認識と他者理解を深めてい⿟・
くことを目指しています。

言葉と文化の担い手として─豊かな読書，伝統的な言語文化の継承・発展6

社会生活の中で読書に親しみ，言語文化にふれて自らを豊かにする誘いとなるような教材を配列し⿟・
ました。
生涯にわたって本を読み続け，さまざまな言語文化にみずみずしい興味・関心をもち，その担い手⿟・
となることを願って，学習活動や資料を設定しました。

主
体
的
に
学
ぶ

対
話
を
と
お
し
て
学
ぶ

深
く
学
ぶ



教育基本法第 2条各号に示す教育の目標との対照について，主な教材を取り上げ，教科書の該当ページを
示しました。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）領域 文種など 教材名

本
編

読
む
こ
と

詩 名づけられた葉
（新川和江）

「誰のまねでもない」生き方を求める詩人のものの見方に出⿟⿟
会うことで，個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創
造性を培い，自主および自律の精神を養うことをねらいとし
ています（第二号）。

16～19

小説 小さな手袋
（内海隆一郎）

少女とおばあさんとのせつなくも温かい交流を描いた教材を⿟⿟
読むことをとおして，豊かな情操と道徳心を培うとともに，
健やかな身体を養うこと（第一号），また，かけがえのない
生命を尊ぶ態度を養うこと（第四号）をねらいとしています。

162～173

小説 走れメロス
（太宰治）

友情と信頼をめぐる葛藤，克己，喜怒哀楽などの心の揺れや⿟⿟
動きが描かれた作品を読むことをとおして，人間や生き方に
ついての真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培
うことをねらいとしています（第一号）。

200～217

解説

短歌

短歌の世界
（俵万智）
短歌十首

我が国固有の言語文化として愛され続けてきた短歌の世界に⿟⿟
ふれ，そのよさと価値を理解することで，伝統と文化を尊重
し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養
うことをねらいとしています（第五号）。

60～68

説明 人間は他の星に
住むことができる
のか
（渡部潤一）

天文学者たちの探究を記した教材を読むことをとおして，幅⿟⿟
広い知識と教養を身につけ，真理を求める態度を養うことを
ねらいとしています（第一号）。
地球が人間にとって貴重な環境であることを論じる教材を読⿟⿟
むことをとおして，生命を尊び，自然を大切にし，環境の保
全に寄与する態度を養うことをねらいとしています（第四
号）。

44～51

報告 壁に残された伝言
（井上恭介）

「被爆の伝言」が発見された経緯，後世の人々の思いや願い⿟⿟
を描いたルポルタージュを読むことをとおして，生命を尊ぶ
態度を養うこと（第四号），また，国際社会の平和と発展に
寄与する態度を養うこと（第五号）をねらいとしています。

76～83

解説 自立とは「依存先
を増やすこと」
（熊谷晋一郎）

脳性麻痺による障がいをもつ筆者の「自立」や「社会のあり⿟⿟
方」についての考えにふれることをとおして，個人の価値を
尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主および自
律の精神を養うこと（第二号），また，公共の精神に基づき，
主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養
うこと（第三号）をねらいとしています。

146～149

評論 動物園で
できること
（奥山英登）

動物園の役割について述べた文章を読むことをとおして，生⿟⿟
命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養
うことをねらいとしています（第四号）。
動物園の飼育員の仕事に対する思いや考えにふれることで，⿟⿟
職業および生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養
うことをねらいとしています（第二号）。

182～191

読み方を学ぼう 読みの方略を学ぶことをとおして，個人の価値を尊重して，⿟⿟
その能力を伸ばし，創造性を培い，自主および自律の精神を
養うことをねらいとしています（第二号）。

30，40～43，
69，96，

130，174，
192，218

対照表2



図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

該当箇所
（ページ）領域 文種など 教材名

本
編

我
が
国
の
言
語
文
化

古文 平家物語 戦いの世に生きる者の非情と慈悲の間で揺れ動く心理を描い⿟⿟
た作品を読むことをとおして，豊かな情操と道徳心を培い
（第一号），また，生命を尊ぶ態度を養うこと（第四号）をね
らいとしています。

116～129

漢文 漢詩の世界 漢詩を読み味わうことをとおして，伝統と文化を尊重し，そ⿟⿟
れらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国
を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと
をねらいとしています（第五号）。

132～135

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

グループ
ディスカ
ッション

互いの考えを尊重
しながら話し合い
を深める

情報を得る際の適切な手段について話し合うことをとおして，⿟⿟
自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，
主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養
うことをねらいとしています（第三号）。

34～37

プレゼン
テーショ
ン

資料や機器を活用
して効果的に発表
する

情報を集め整理し，仲間とともにプレゼンテーションをする⿟⿟
ことをとおして，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共
の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に
寄与する態度を養うことをねらいとしています（第三号）。

98～103

書
く
こ
と

手紙・
メール

心をこめてわかり
やすく書く

相手や目的を意識して手紙やメールを書くことで，自他の敬⿟⿟
愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的
に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと
をねらいとしています（第三号）。

52～56

投稿文 情報を関連づけて
根拠を明確に示す

共生社会の実現をテーマにした投稿文を書くことで，正義と⿟⿟
責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，
公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発
展に寄与する態度を養うこと（第三号），また，我が国と郷
土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展
に寄与する態度を養うこと（第五号）をねらいとしています。

150～152

読
書
の
広
場

小さな図書館 「幅広い知識と教養」「真理の探求」「豊かな情操と道徳心」「勤⿟⿟
労の精神」「生命や自然」「伝統と文化」「国際社会の平和」な
どを尊重し涵養するための読書活動を推進することをねらい
として，47 冊の図書をテーマ別に紹介しています（第一号，
第二号，第三号，第四号，第五号）。

244～249

資
料
編

幅広い知識を身につけ，自主および自律の精神を養うことに資するものとして，さまざまな学習機◉◉
会を捉えて繰り返し活用できる実践的知識や方法とともに，家庭学習を含めた自学自習に役立つ教
材を「資料編」としてまとめました（第一号，第二号）。

279～
折り込み

情報を活用する 情報探しの方法 日本十進分類法やインターネットの検索方法などを提示し，⿟⿟
さまざまな情報源にアクセスして，幅広い知識と教養を身に
つけたり，真理を求める態度を養ったりすることをねらいと
しています（第一号）。

280～285

古典芸能に親しむ 歌舞伎の世界
歌舞伎　外郎売

日本が世界に誇る伝統芸能である歌舞伎の世界を楽しむこと⿟⿟
をとおして，伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた
我が国と郷土を愛する態度を養うことをねらいとしています
（第五号）。

288～293

社会生活に生かす 話し合いの形式を
選ぶ

集団におけるさまざまなコミュニケーションの形式を学ぶこ⿟⿟
とで，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に
基づき，主体的に社会の形成に参画する態度を養うことをね
らいとしています（第三号）。

296～297

参考資料 日本文学名作集 奈良時代から現代の小説に至るまで，各時代の代表的な作品⿟⿟
やその冒頭を紹介した年表に親しむことをとおして，伝統と文
化を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

304～307



全ての学習者が学習しやすい紙面づくり

ユニバーサルデザインに配慮しています。特別支援教育ならびにカラーユニバーサルデザインの専門⿟・
家の指導と校閲のもと，誰もが使いやすい教科書となるよう工夫しました。

特別支援教育への配慮

・各教材の冒頭に学習のねらいを提示し，学習活動の手順を丁寧に示しました。
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材では，学習手順を上段に，学習のポイントや参考となる情報を
下段に示すなど情報を整理し，わかりやすく，スムーズな学習指導に資するレイアウトとなるよう工
夫しました。

・情報のまとまりを線で囲んだり太字にしたり，重要な情報を大きく示したり，図版と図版の間を空け
たりすることで，わかりやすく，見やすくしています。
・挿絵・図版を適所に配置し，生徒の学習意欲を喚起し，内容の理解を支えています。各学年の「読み
方を学ぼう」や「思考の方法」では，文章での解説は簡潔に示し，わかりやすい図解を用いることで，
内容を視覚的に捉えられるように工夫しました。

カラーユニバーサルデザインへの対応

・色覚の特性を考慮し，誰にでも見やすく，学びやすい配色となるよう工夫しました。
・識別しにくい配色は避け，色だけの違いに頼らず，形の違いや，記号・番号・説明文などの補助的な
手がかりを設けました。

・色の濃淡や罫線の使い分けなどで違いが明確になるようにしました。
・識別しやすい色を追究し，古典教材の現代語訳では，色覚の特性による見え方の差が少ない青色を用
いました。

環境にやさしい教科書

用紙については，環境の保護，資源の節約のため，原料や製法に配慮した，環境にやさしい紙を使用⿟・
しています。
インキについては，植物由来の油および，それらを主体とする廃食用油等をリサイクルした再生油を⿟・
含んだ，印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用しています。⿟

その他の配慮事項

製本は堅牢で，十分な耐久性を備えています。⿟・
教材で使用している文字については，独自の明朝体・ゴシック体・教科書体を開発して，画数や点画⿟・
の方向等においても誤解が生じないようにしました。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3



自
分
の
考
え
を
深
め
る

	

シ
ホ
が
「
雑
木
林
へ
寄
っ
て
い
き
た
い
」（
170
ペ
ー
ジ
・
19
行
め
）
と
言
っ
た
の
は
、
ど

の
よ
う
な
思
い
か
ら
か
。「
私
」
は
そ
う
い
う
シ
ホ
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
。
考
え
た

こ
と
を
書
い
て
、
交
流
し
よ
う
。

学
び
を
振
り
返
る

目
標
を
も
う
一
度
確
認
し
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
。

振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

人
物
像
・
人
物
関
係
の
変
化
・
象
徴

5

こ
の
教
材
で
の
学
び
を
こ
れ
か
ら
の
学
習
や
読
書
へ
つ
な
げ
よ
う
。

登
場
人
物
の
誰
か
に
な
っ
て
、
別
の
人
物
に
宛
て
た
手
紙
を
書
こ
う
。
誰
か
ら
誰
に
宛
て
て
、
い
つ
書
い

た
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
紹
介
し
合
お
う
。

学
び
を
広
げ
る

さ
ま
ざ
ま
な
泣
き
方
の
表
現

　「お
え
つ
」（
170
ペ
ー
ジ
・
5
行
め
）
と
は
、

声
を
つ
ま
ら
せ
て
泣
く
こ
と
で
、「
む
せ
び
泣

き
」
と
も
い
い
ま
す
。

　他
に
も
、
泣
き
方
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

表
現
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な

泣
き
方
で
し
ょ
う
か
。

◦
哀
泣
　
　
◦
感
泣

◦
号
泣
　
　
◦
悲
泣

◦
う
れ
し
泣
き
　
　
◦
嘘
泣
き

◦
悔
し
泣
き
　
　
　
◦
半
泣
き

◦
す
す
り
泣
き
　
　
◦
忍
び
泣
き

◦
も
ら
い
泣
き

「
平
家
物
語
」
に
は
、「
泣
く
泣

く
」「
さ
め
ざ
め
と
」
と
い
う

言
葉
が
出
て
き
た
ね
。

〜泣〜泣き

173 小さな手袋
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学
び
の
道
し
る
べ

順
序
立
て
る

小
さ
な
手
袋●

登
場
人
物
の
人
物
像
と
相
互
関
係
を
捉
え
る
。

●
主
人
公
の
言
動
に
着
目
し
、
そ
の
意
図
や
心
情
を
読
み
深
め
る
。

内
容
を
整
理
す
る

	

　時
間
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
で
き
ご
と
を
整
理
し
よ
う
。

順
序
立
て
る

	

シ
ホ
と
「
お
ば
あ
さ
ん
」
と
の
交
流
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。
シ
ホ
の
言
動
に
着

目
し
て
、
場
面
ご
と
に
捉
え
よ
う
。

読
み
を
深
め
る

	

シ
ホ
と
「
お
ば
あ
さ
ん
」
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、「
お

ば
あ
さ
ん
」
は
シ
ホ
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
、
考
え
よ
う
。

	

「
小
さ
な
手
袋
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
、
シ
ホ
と
「
お
ば
あ

さ
ん
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う

象
徴

1234 目
標

　時
間
を
表
す
言
葉
に
着
目
し
て
場
面
を
分
け

て
整
理
す
る
こ
と
で
、
で
き
ご
と
や
変
化
が
よ

く
わ
か
る
。

時間の流れ

◦「
六
年
前
の
秋
」「
十
月
半
ば
の
午
後
」

◦「
数
日
後
」

◦「
十
一
月
に
入
っ
て
」

　
　
　

… で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

物
語
は
時
間
の
流
れ
ど
お
り
に
描

か
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
。

時
間
の
流
れ
に
着
目
す
る
と
…
…
。
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

31︲91 中学校 国語 国語 2
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

1年 2年 3年

●❶ 説明文の
基本構造 ●❶ 人物設定 ●❶ 回想

●❷ 人物相関図 ●❷ 発展的な
論の展開

●❷ 批判的な
読み

●❸ 行動描写 ●❸ 想像 ●❸ 省略

●❹ 三角ロジッ
ク 

●❹ 図表と文章 ●❹ 具体と抽象

●❺ 詩の
表現技法

●❺ 物語の
転換点 ●❺ 状況・背景

●❻ 情景描写 ●❻ 象徴 ●❻ 反復

●❼ 要約 ●❼ 例示 ※網掛けは，折り
込み形式で説明文
の「読み方」を示
したものです。

●❽ 語り手・
視点 ●❽ 心内語

主体的に学ぶ

自ら学ぶ力を育てる
─見通しと振り返り，学びに向かう力1

各教材冒頭に「つけたい力」として学習目標を提示し，教材の⿟・
最後には学習を振り返る機会を設けました。身についた力を
自分で診断・評価し，次に生かすしくみです。
学習指導要領の指導事項をふまえて学習の系統化を図り，基⿟・
礎・基本を段階的に，確実に習得できるようにしました。「読
むこと」教材の「学びの道しるべ」では，丁寧かつ簡潔に学習
のプロセスを示しました。

活用できる力を育てる
─学び方を学ぶ，言葉で考える力，語彙の拡充2

「⿟・ 読み方を学ぼう」では，「何をどのように読めば力がつくの
か」という読みの方略を図解で示しました。他教材や自主的
な読書，表現活動など
で繰り返し活用できる
全 22 の方略を 3 学年
に配置しています。
各方略は，「学びの道⿟・
しるべ」の課題と関連
づけて示しています。
巻末には，「『⿟・ 読み方を
学ぼう』一覧」を示し
ました。

●「小さな手袋」における象徴

「シホは，おばあさんに会いに，雑木林へ日参するようになっていた」
「あたしがおばあちゃんのショールの中に一緒に入ってると，

とっても暖かいんだって。」
「シホはまるでおばあさんのことを忘れたように雑木林から遠のいた。」

「おばあさんは修道女に泣いて頼んだ」
…

「私」（シホの
お父さん）に
とっての

おばあさんに
とっての

シホに
とっての

❶それぞれの登場
人物にとっての
意味や思いにつ
いて考える。

❷象徴となる物や
場所を表す言葉
のイメージを思
い起こす。

❸象徴としてはたらいている物や場
所などが，作品全体の中で果たし
ている役割や効果について考える。

（意味・価値・思い）

凝縮・圧縮
守って

くれる

手袋

暖かみ

はかなさ

幼さ

小さな 小さな手袋

象徴

読み方を学ぼう 6

読書の広場250ページ「ポテト・スープが大好きな猫」

象
徴

凝
縮
さ
れ
た
思
い
や
価
値

象
徴
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を

一
つ
の
物
に
凝
縮
し
て
表
現
す
る
方

法
で
す
。
小
説
の
中
に
は
、
象
徴
と

し
て
は
た
ら
い
て
い
る
物
や
場
所
が

出
て
き
ま
す
。
物
や
場
所
か
ら
連
想

さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
し
て
、

そ
こ
に
象
徴
さ
れ
た
事
柄
を
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
小
さ
な
手
袋
」
に
は
、
ど
の
よ

う
な
事
柄
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

▼
象
徴
の
は
た
ら
き
に
気
づ
く
と
、

直
接
書
か
れ
て
い
な
い
思
い
や
価

値
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

発展的な
論の展開 人物設定想像図表と文章物語の転換点象徴例示心内語
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「読み方を学ぼう」の一覧

各教材での学習の流れ（例「読むこと」）

ステップ1 目標の確認見
通
し

振
り
返
り

目標を確かめて，学習の見通しをもちます。

ステップ2 内容を整理する

情報を整理・確認して，文章の内容や構成をつか
みます。自学自習にも対応した課題を設定しています。

ステップ3 読みを深める
文章を詳しく読み，対話をとおして内容や

構成・表現の仕方についての理解を深めます。

ステップ4 自分の考えを深める
文章を読んで理解したことをもとに，自分

の考えを深めたり，広げたりします。

ステップ5 学びを振り返る
自分の学習を振り返って評価し，これから
の学習へ生かします。

＋α 学びを広げる
ステップ1～5までの学習を活用して取り
組み，学びをさらに広げたり，深めたりします。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

「読み方を学ぼう⑥ 象徴」（p.174）

「小さな手袋」の
「学びの道しるべ」（p.172）

編修上特に意を用いた点や特色1

15 三省堂 国語 802 現代の国語 2



言葉による見方・考え方をはたらかせ，情報と⿟・
情との関係を捉えたり，考えを整理したり深め
たりする方法を「思考の方法」として示しました。
3年間を通して，9種類の「思考の方法」をバラ⿟・
ンスよく配置し，各教材の学習活動の文脈にそ
って活用できるように図解を中心に示しました。
資料編には，「『⿟・ 思考の方法』一覧」を示しました。
各教材の「⿟・ 語彙を豊かに」では，理解できる語
句と使える語句の量を増やし，語感を磨くため
に，さまざまなテーマで教材に関連した語彙を
取り上げました。

対話をとおして学ぶ

かかわる力を育てる
─対話・合意形成，コミュニケーション能力3

日常生活や現代社会における課題を取り上げ，⿟・
対話をとおして考えたり問題解決したりする機
会と場を充実させました。
第 1単元には「⿟・ グループディスカッション」を
設け，話し合いを効果的にするための「こつ」を
系統的に示しました。

「共生社会」の一員として
─多様な価値観，ものの見方・考え方の広がり4

価値観が多様化するグローバル社会で求められ⿟・
る幅広い資質・能力の育成につながる題材を精
選しました。

深く学ぶ

「自分の考え」をつくる
─思考力・判断力・表現力，情報の関連づけ5

日常生活や現代社会における課題を取り上げ，⿟・
対話をとおして考えたり問題解決したりする機
会と場を充実させました。
全ての教材において，自分の考えを形成する学⿟・
習過程を重視しています。
第 6単元「⿟・ 情報を関連づける」では，図表・文
章など多様な情報を関連づけながら，現代の課
題について考える学習を設定しました。

言葉と文化の担い手として─豊かな読書，伝統的な言語文化の継承・発展6

本編末尾の「⿟・ 読書の広場」には，多様なジャンルから5本の教材を配置しました。豊かな言語文化にふれる
とともに，「読み方を学ぼう」で習得した方略を活用できる教材を掲載しています。
「読書の広場」と古典教材には二次元コードを設け，ウェブサイト上に，図解した読みの方略や，補充教材と⿟・
して使える資料を豊富に掲載しています。

考
え
を
深
め
る

　
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
大
切
だ
と
思
う
こ

と
を
交
流
し
、
考
え
を
広
げ
、

深
め
よ
う
。

4

自
分
の
考
え
を
も
つ

　
資
料
🅰🅰
・
B
を
関
連
づ
け
て
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
大

切
だ
と
思
う
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
。

◦
多
様
な
考
え
や
意
見
が
あ
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
自
分
の
考
え

を
作
る
。

◦
必
要
に
応
じ
て
、
本
や
新
聞
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報

を
集
め
、
自
分
の
考
え
の
根
拠

と
な
る
デ
ー
タ
や
文
章
の
一
部

を
引
用
す
る
。

3
を
引
用
す
る
。

を
引
用
す
る
。

143 情報―複数の情報を関連づけて考えをまとめる
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複
数
の
情
報
を
関
連
づ
け
て

考
え
を
ま
と
め
る

情報
テーマ

互
い
に
支
え
合
う
共
生
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

課
題
を
つ
か
む

　
資
料
🅰🅰
「
共
生
社
会
に
関
連

す
る
デ
ー
タ
」
を
読
み
、
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
に

つ
い
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
も

と
に
話
し
合
お
う
。

1

多
様
な
考
え
に
ふ
れ
る

　
資
料
B
「
自
立
と
は
『
依
存
先

を
増
や
す
こ
と
』」
を
読
ん
で
、

筆
者
の
考
え
を
整
理
し
よ
う
。

◦
筆
者
は
、「
他
者
」
や
「
社
会
」

を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉

え
て
い
る
か
。

2

目
標

◦
意
見
と
根
拠
な
ど
の
関
係
に
注
意
し
て
、
互
い

の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い
、

考
え
を
ま
と
め
る
。

◦
文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
知
識
や
経
験
と
結
び
つ
け
、
自
分
の
考
え
を

広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
。

142
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学
び
の
道
し
る
べ

比
較
す
る

壁
に
残
さ
れ
た
伝
言

●
文
章
の
全
体
と
部
分
と
の
関
係
に
着
目
し
て
読
み
、
内
容
を
理
解
す
る
。

●
文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
知
識
や
経
験
と
結
び
つ
け
、
自
分
の
考
え
を
広
げ

た
り
深
め
た
り
す
る
。

内
容
を
整
理
す
る

「
伝
言
」
が
「
発
見
さ
れ
た
経け

い

緯い

」
と
「
白
黒
逆
転
し
て
現
れ
た
事
情
」
に
つ
い
て
、
時

間
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
箇
条
書
き
に
し
て
整
理
し
よ
う
。

読
み
を
深
め
る

伝
言
の
関
係
者
た
ち
が
「
い
と
も
簡
単
に
そ
の
か
す
れ
た
文
字
を
読
み
、『
あ
あ
そ
う

だ
っ
た
の
か
。』
と
つ
ぶ
や
い
た
。」（
81
ペ
ー
ジ
・
5
行
め
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か

話
し
合
お
う
。

自
分
の
考
え
を
深
め
る

「
伝
言
の
『
あ
の
日
』
が
伝
わ
っ
て
い
く
無
限
の
連
鎖
は
、
今
も
続
い
て
い
る
。」（
81

ペ
ー
ジ
・
15
行
め
）
に
こ
め
ら
れ
た
筆
者
の
思
い
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
。

比
較
す
る

123 目
標

　「伝
言
」
に
つ
い
て
の
筆
者
の
見
方
や
思
い
を
、

は
じ
め
と
終
わ
り
で
比
較
し
て
、
そ
の
変
化
を

も
と
に
考
え
る
。

筆
者
の
見
方
を
比
べ
る
と
…
…
。

取材が
進んでから

た
だ
人
を
探
す
と
い
う
目

的
の
た
め
に
書
い
た
、
文

章
と
も
い
え
な
い
文
字
が
、

人
の
心
を
こ
ん
な
に
揺
さ

ぶ
る
の
か
。
…
…

「伝言」についての筆者の見方や思い

何
が
書
い
て
あ
る
の
か
文

字
を
追
う
の
さ
え
容
易
で

は
な
い
。
…
…

初めて
見たとき

比
較
す
る

82
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「
伝
言
」
に
つ
い
て
の
筆
者
の
見
方
や
思
い
を
、

は
じ
め
と
終
わ
り
で
比
較
し
て
、
そ
の
変
化
を

も
と
に
考
え
る
。

進んでから

章
と
も
い
え
な
い
文
字
が
、

学
び
を
振
り
返
る

目
標
を
も
う
一
度
確
認
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
よ
う
。

振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

全
体
と
部
分
と
の
関
係
・
筆
者
の
思
い
・
伝
言

こ
の
教
材
で
の
学
び
を
こ
れ
か
ら
の
学
習
や
読
書
へ
つ
な
げ
よ
う
。

人
間
に
と
っ
て
「
文
字
」
は
ど
の
よ
う
な
点
で
必
要
な
も
の
か
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
考
え
よ
う
。

学
び
を
広
げ
る

「
こ
と
ご
と
く
」
の
類
義
語

　「こ
と
ご
と
く
」（
78
ペ
ー
ジ
・
3
行
め
）
は
、

「
そ
れ
ら
の
ど
れ
も
皆
全
て
」
と
い
う
意
味
で

す
。　類

義
語
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、「
こ
と
ご
と
く
焼
き
つ
く
さ
れ

た
。」
と
い
う
表
現
の
傍ぼ

う

線せ
ん

部
分
に
使
え
る
言

葉
で
す
。

　こ
れ
ら
の
言
葉
に
は
、
意
味
の
違
い
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
け
る
印
象
に
違
い
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

◦
す
っ
か
り

◦
全
て

◦
い
っ
さ
い

◦
残
ら
ず

◦
み
ん
な

「
こ
と
ご
と
く
」
は
、「
事
」

を
重
ね
て
物
事
の
全
て
と
い

う
意
味
を
表
す
「
事こ

と

事ご
と

」
か

ら
生
ま
れ
た
言
葉
だ
よ
。

76

獄
▼

ゴ
ク

投
獄

76

被
▼

ヒこ
う
む-

る

被
写
体

76

剝
▼

ハ
ク

は
‐
が
す

は
‐
ぐ

は
‐
が
れ
る

は
‐
げ
る

剝
離

76

替
▼

タ
イ

か
‐
え
る

か
‐
わ
る

代
替

76

寮
▼

リ
ョ
ウ

寮
舎

77

痕
▼

コ
ン

あ
と

傷
痕

77

致
▼

チい
た-

す

招
致

78

炎
▼

エ
ン

ほ
の
お

炎
天
下

78

払
▼
〈
フ
ツ
〉

は
ら-

う

支
払
い

78

露
▼

ロロ
ウ

つ
ゆ

露
出

78

廊
▼

ロ
ウ

画
廊

79

硫
▼

リ
ュ
ウ

硫
化

新
出
漢
字

平和へのまなざし

ヒ
ロ
シ
マ
―

壁
に
残
さ
れ
た
伝
言

井い
の

上う
え

恭
き
ょ
う

介す
け

ハ
ン
ナ
の
か
ば
ん

カ
レ
ン
＝

レ
ビ
ン

［
訳
］
石い

し

岡お
か

史ふ
み

子こ

こ
の
世
界
の
片
隅
に

こ
う
の
史ふ

み

代よ

私の本棚

83 壁に残された伝言
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思考の方法 表現例
①順序立てる まず……。次に……。最後に……。
②比較する ○○と□□を比べると……。
③分類する 全体を三つにグループ分けすると……。
④関連づける ○○と□□を関連づけると……。
⑤立場を変える・多角的に見る ○○の立場に立って考えると……。
⑥理由づける どうしてそうなるかというと……。
⑦具体化する 例えば○○だ……。
⑧抽象化する つまり○○だ……。
⑨仮定する もし，○○だったら，どうなるか……。

「思考の方法」の一覧

「壁に残された伝言」の「思考の方法」
と「語彙を豊かに」（p.82～83）

「グループディスカッション──互いの考えを尊重しながら話し合いを深める」（p.34）

1950年・1980年は「国勢調査」（総務省統計局），2019年は「人口推計」（総務省統計局）による。

1950（昭和25）年 1980（昭和55）年 2019（平成31）年
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「公共交通移動等円滑化実績等報告書」（国土交通省　平成29年）による。

平成22年度までは，1日当たりの平均的な使
用者数が5,000人以上の施設，平成23年度以
降 は，1日 当 た り の 平 均 的 な 利 用 者 数 が
3,000人以上の施設の整備状況を示している。

視聴覚障害者誘導用ブロック
段差の解消
障がい者用トイレ

2

3

人口ピラミッドの変化

鉄道駅におけるバリアフリー化の推移

145 情報―複数の情報を関連づけて考えをまとめる
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　「共
生
社
会
」
と
は
、
誰
も
が
相
互
に
支
え
合
い
、
人
々
の
多
様
な

あ
り
方
を
相
互
に
認
め
合
え
る
全
員
参
加
型
の
社
会
の
こ
と
を
い
う
。

　次
に
示
す
「
共
生
社
会
に
関
す
る
グ
ラ
フ
」
三
点
を
読
み
、
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
も
と
に
話
し

合
お
う
。

・
一
つ
一
つ
の
グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
見
つ
け
る
。

・
わ
か
っ
た
こ
と
を
も
と
に
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
課
題
を

考
え
る
。

・
い
く
つ
か
の
グ
ラ
フ
を
関
連
づ
け
て
課
題
を
考
え
る
。

資料

A
共
生
社
会
に
関
す
る
デ
ー
タ

0 20 40 60 80 100（％）

「社会意識に関する世論調査」（内閣府）をもとに作成。

1975年12月

1986年12月

1997年12月

2004年1月

2018年2月

52.8 32.8 11.8 1.8 0.8

49.0 32.4 14.4 3.8 0.4

42.3 35.3 16.7 5.3 0.4

22.3 49.4 21.9 5.8 0.6

18.3 49.4 25.3 6.8 0.2

親しく
つき合っている

つき合いはしているが，
あまり親しくはない

あまりつき
合っていない

つき合いは
していない

わから
ない

1 近所づき合いの程度の変遷
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「情報──複数の情報を関連づ
けて考えをまとめる」（p.142）

目
標

互
い
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら

話
し
合
い
を
深
め
る

グループ
ディスカッション

◦
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い

を
深
め
る
た
め
の
方
法
を
理
解
し
、
活
用
す
る
。

◦
相
手
の
考
え
と
比
較
し
な
が
ら
聞
き
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
る
。

グループディスカッション

あるテーマについて，異なる立場や考えの人たち
が少人数で意見を交換すること。

　少
人
数
で
話
し
合
う
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
考
え
を
広
げ
た
り

深
め
た
り
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　話
し
合
い
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

　こ
こ
で
は
、「
話
し
合
い
を
深
め
る
」

た
め
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
に
つ
い
て

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
習
の
流
れ

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
見
つ
け
る

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

話
し
合
い
で
の
発
言
を
振
り
返
る

学
び
を
振
り
返
る

123
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反
対
意
見
を
述
べ
る

▪例「
で
も
、
…
…
」

◇

受
容
受
容

考
え
を
受
け
入
れ
る

▪例「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

☆

理
由

づ
け
理
由

づ
け

意
見
の
理
由
を
述
べ
る

▪例「
…
…
だ
か
ら
」

★

言
い

換
え
言
い

換
え

詳
し
く
言
い
換
え
る

▪例「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

◆

話
し
合
い
を
「
つ
な
げ
る
」（
一
年
）

提
案

「
だ
っ
た
ら
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

確
認

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

質
問

「
ど
う
し
て
？
」

促
し

「
〇
〇
さ
ん
は
ど
う
？
」

話
し
合
い
を
「
深
め
る
」（
二
年
）

反
論

「
で
も
、
…
…
」

理
由
づ
け
「
…
…
だ
か
ら
」

受
容

「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

言
い
換
え
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

話
し
合
い
を
「
計
画
的
に
進
め
る
」（
三
年
）

計
画

「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

展
開

「
次
は
、
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

軌
道
修
正
「
話
を
元
に
戻
そ
う
よ
」

整
理

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

＊
う
な
ず
く
、
相
づ
ち
を
う
つ
、
顔
を
向
け
る

な
ど
、
相
手
が
話
し
や
す
い
聞
き
方
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
教
科
書
に
出
て
く
る

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
と
発
言
例

テーマ例

◦
お
い
し
い
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
作
り
方
を
知
る
な
ら
、

本
が
よ
い
か
動
画
が
よ
い
か
。

◦
漫
画
作
品
を
読
む
な
ら
、
紙
の
本

が
よ
い
か
電
子
書
籍
が
よ
い
か
。

◦
大
切
な
思
い
を
伝
え
る
に
は
、
直
接
言
う
の
が
よ

い
か
、
手
紙（
メ
ー
ル
な
ど
を
含
む
）が
よ
い
か
。

◦
も
し
も
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
き
る
と
し
た
ら
、
過

去
と
未
来
ど
ち
ら
に
行
き
た
い
か
。

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

次
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

2
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反
対
意
見
を
述
べ
る

▪例「
で
も
、
…
…
」

◇

受
容
受
容

考
え
を
受
け
入
れ
る

▪例「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

☆

理
由

づ
け
理
由

づ
け

意
見
の
理
由
を
述
べ
る

▪例「
…
…
だ
か
ら
」

★

言
い

換
え
言
い

換
え

詳
し
く
言
い
換
え
る

▪例「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

◆

話
し
合
い
を
「
つ
な
げ
る
」（
一
年
）

提
案

「
だ
っ
た
ら
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

確
認

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」

質
問

「
ど
う
し
て
？
」

促
し

「
〇
〇
さ
ん
は
ど
う
？
」

話
し
合
い
を
「
深
め
る
」（
二
年
）

反
論

「
で
も
、
…
…
」

理
由
づ
け
「
…
…
だ
か
ら
」

受
容

「
…
…
は
わ
か
る
よ
」

言
い
換
え
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
だ
よ
ね
」

話
し
合
い
を
「
計
画
的
に
進
め
る
」（
三
年
）

計
画

「
話
し
合
う
順
番
は
…
…
」

展
開

「
次
は
、
…
…
に
つ
い
て
話
そ
う
」

軌
道
修
正
「
話
を
元
に
戻
そ
う
よ
」

整
理

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

＊
う
な
ず
く
、
相
づ
ち
を
う
つ
、
顔
を
向
け
る

な
ど
、
相
手
が
話
し
や
す
い
聞
き
方
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
教
科
書
に
出
て
く
る

「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
と
発
言
例

テーマ例

◦
お
い
し
い
チ
ャ
ー
ハ
ン
の
作
り
方
を
知
る
な
ら
、

本
が
よ
い
か
動
画
が
よ
い
か
。

◦
漫
画
作
品
を
読
む
な
ら
、
紙
の
本

が
よ
い
か
電
子
書
籍
が
よ
い
か
。

◦
大
切
な
思
い
を
伝
え
る
に
は
、
直
接
言
う
の
が
よ

い
か
、
手
紙（
メ
ー
ル
な
ど
を
含
む
）が
よ
い
か
。

◦
も
し
も
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
で
き
る
と
し
た
ら
、
過

去
と
未
来
ど
ち
ら
に
行
き
た
い
か
。

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
す
る

次
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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対照表2

図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

1
　
豊
か
に
想
像
す
る

詩 名づけられた葉
（新川和江）

読エ⿟⿟ 　構成や論理の展開，表現の効果について考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読イ　考えたことを伝え合う
16～19 2

小説 セミロングホームルーム
（戸森しるこ）

読ア⿟⿟ 　全体と部分との関係に注意しながら，登場人物の
設定の仕方などを捉える。
読エ⿟⿟ 　構成や論理の展開，表現の効果について考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読イ　考えたことを伝え合う

20～29
4

読み方を学ぼう① 人物設定 30
言葉発見① 敬語の意味と種類 言葉ア⿟⿟ 　相手の行動を促すはたらきがあることに気づく。

言葉イ⿟⿟ 　話し言葉と書き言葉の特徴について理解する。
言葉カ⿟⿟ 　敬語のはたらきについて理解し，使う。

31～33 1

話す聞く グループディスカッション
互いの考えを尊重しながら
話し合いを深める

話聞エ⿟⿟ 　話し手の考えと比較しながら考えをまとめる。
話聞オ⿟⿟ 　互いの立場や考えを尊重しながら話し合い，結
論を導くために考えをまとめる。

［言語活動］	話聞イ　議論

34～37 4

2
　
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

読み方を学ぼう② 発展的な論の展開
じゃんけんは，なぜグー・
チョキ・パーの三種類なのか
（加藤良平）

読ア⿟⿟ 　全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示
の関係などを捉える。
読エ⿟⿟ 　文章を比較し，構成や論理の展開，表現の効果に
ついて考える。

［言語活動］	読ア　説明する

40～43 1

説明 人間は他の星に住むことが
できるのか（渡部潤一） 44～51 4

書く 手紙・メール
心をこめてわかりやすく書く

書イ⿟⿟ 　段落相互の関係を明確にし，文章の構成や展開を
工夫する。
書エ⿟⿟ 　読み手の立場に立って文章を整える。

［言語活動］	書イ　手紙・メール

52～56 4

言葉発見② 言葉のはたらきと
コミュニケーション

言葉ア⿟⿟ 　相手の行動を促すはたらきがあることに気づく。
言葉イ⿟⿟ 　話し言葉と書き言葉の特徴について理解する。 57 1

3
　
も
の
の
見
方
・
感
性
を
養
う

解説 短歌の世界（俵万智） 読エ⿟⿟ 　文章を比較し，構成や論理の展開，表現の効果に
ついて考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読イ　引用して解説する

60～62

3
コラム 音の数え方と句切れ 63

短歌 短歌十首 64～68

読み方を学ぼう③ 想像 69

書く 短歌・俳句
表現の仕方を工夫して
豊かに表す

書ウ⿟⿟ 　表現の効果を考えて描写するなど，考えが伝わる
文章になるように工夫する。
書オ⿟⿟ 　表現の工夫とその効果などについて，自分の文章
のよい点や改善点を見いだす。

［言語活動］	書ウ　創作

70～74 5

文法の窓1 用言の活用 言葉オ⿟⿟ 　単語の活用について理解する。
言葉オ⿟⿟ 　助詞や助動詞のはたらきについて理解する。
言葉オ⿟⿟ 　文の構成について理解する。
言葉オ⿟⿟ 　話や文章の構成や展開について理解を深める。

75 3

報告 壁に残された伝言
（井上恭介）

読ア⿟⿟ 　全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示
の関係などを捉える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読ア　考えたことをまとめる

76～83 3

私の読書体験 生涯の友と出会う
（小川洋子）

読オ⿟⿟ 　文章を読んで理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読ウ　本や新聞，インターネットなどから集
めた情報を活用する

84～85 2

4
　
論
理
的
に
考
え
る

評論 一〇〇年後の水を守る
（橋本淳司）

読ウ⿟⿟ 　文章と図表などを結びつけ，内容を解釈する。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読ア　考えたことをまとめる

88～95
4

読み方を学ぼう④ 図表と文章 96
言葉発見③ 上位語・下位語 言葉エ⿟⿟ 　抽象的な概念を表す語句の量を増す。

言葉エ⿟⿟ 　語感を磨き語彙を豊かにする。 97 1

話す聞く プレゼンテーション
資料や機器を活用して効果的に
発表する

話聞ア⿟⿟ 　社会生活の中から話題を決める。
話聞イ⿟⿟ 　根拠の適切さや論理の展開などに注意して，話
の構成を工夫する。
話聞ウ⿟⿟ 　資料や機器を用いるなどして表現を工夫する。

［言語活動］	話聞ア　説明・提案

98～103 5



図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

5
　
古
典
に
学
ぶ

古文 枕草子・徒然草 言語文化ア⿟⿟ 　作品の特徴を生かして朗読し，古典の世界
に親しむ。
言語文化イ⿟⿟ 　古典に表れたものの見方や考え方を知る。
読エ⿟⿟ 　文章を比較し，構成や論理の展開，表現の効果に
ついて考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読イ　考えたことを伝え合う

106～113 4

表現プラザ 私の「枕草子」「徒然草」 書ア⿟⿟ 　社会生活の中から題材を決める。
書エ⿟⿟ 　読み手の立場に立って文章を整える。

［言語活動］	書ウ　随筆
114～115 2

古文 平家物語 言語文化ア⿟⿟ 　作品の特徴を生かして朗読し，古典の世界
に親しむ。
言語文化イ⿟⿟ 　古典に表れたものの見方や考え方を知る。
読イ⿟⿟ 　登場人物の言動の意味などを考えて内容を解釈する。
読エ⿟⿟ 　構成や論理の展開，表現の効果について考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読イ　考えたことを伝え合う

116～129

5

読み方を学ぼう⑤ 物語の転換点 130
コラム あの人の歌 131

漢文 漢詩の世界 言語文化ア⿟⿟ 　作品の特徴を生かして朗読し，古典の世界
に親しむ。
言語文化イ⿟⿟ 　古典に表れたものの見方や考え方を知る。
読エ⿟⿟ 　構成や論理の展開，表現の効果について考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読イ　考えたことを伝え合う

132～135 3

漢文の読み方 漢詩の形式 言語文化ア⿟⿟ 　作品の特徴を生かして朗読し，古典の世界
に親しむ。
読エ⿟⿟ 　構成や論理の展開，表現の効果について考える。

136～137

漢字のしくみ1 熟語の構成・熟字訓 言葉ウ⿟⿟ 　常用漢字（350 字〜450 字）を読む。
言葉ウ⿟⿟ 　小学校で学んだ漢字を書き，使う。
言葉エ⿟⿟ 　抽象的な概念を表す語句の量を増す。
言葉エ⿟⿟ 　語感を磨き語彙を豊かにする。

138～139 1

6
　
情
報
を
関
係
づ
け
る

情報 複数の情報を関連づけて
考えをまとめる

話聞オ⿟⿟ 　互いの立場や考えを尊重しながら話し合い，結
論を導くために考えをまとめる。

［言語活動］	話聞イ　討論
142～143 2

図表 共生社会に関するデータ 読イ⿟⿟ 　目的に応じて複数の情報を整理し内容を解釈する。
読ウ⿟⿟ 　文章と図表などを結びつけ，内容を解釈する。

［言語活動］	読ウ　考えたことを説明する　
144～145 3

解説 自立とは「依存先を増やす
こと」
（熊谷晋一郎）

読イ⿟⿟ 　目的に応じて複数の情報を整理し内容を解釈する。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読ア　説明する
146～149

書く 投稿文
情報を関連づけて根拠を明確に
示す

書ア⿟⿟ 　多様な方法で集めた材料を整理し，伝えたいこと
を明確にする。
書オ⿟⿟ 　表現の工夫とその効果などについて，自分の文章
のよい点や改善点を見いだす。

［言語活動］	書ア　投稿

150～152 4

文法の窓2 助詞・助動詞のはたらき 言葉オ⿟⿟ 　単語の活用について理解する。
言葉オ⿟⿟ 　助詞や助動詞のはたらきについて理解する。
言葉オ⿟⿟ 　文の構成について理解する。
言葉オ⿟⿟ 　話や文章の構成や展開について理解を深める。

153 3

7
　
読
み
を
深
め
合
う

詩 大阿蘇
（三好達治）

読エ⿟⿟ 　構成や論理の展開，表現の効果について考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読イ　考えたことを伝え合う
156～159 2

言葉発見④ 類義語・対義語，多義語 言葉エ⿟⿟ 　抽象的な概念を表す語句の量を増す。 160～161 1

小説 小さな手袋
（内海隆一郎）

読ア⿟⿟ 　全体と部分との関係に注意しながら，登場人物の
設定の仕方などを捉える。
読イ⿟⿟ 　登場人物の言動の意味などを考えて内容を解釈する。

［言語活動］	読イ　考えたことを伝え合う

162～173
4

読み方を学ぼう⑥ 象徴 174

読書活動 ビブリオバトル 話聞ア⿟⿟ 　社会生活の中から話題を決める。
話聞イ⿟⿟ 　根拠の適切さや論理の展開などに注意して，話
の構成を工夫する。

［言語活動］	話聞ア　提案

175 2

書く 創作文
読みたくなるしくみを工夫する

書イ⿟⿟ 　文章の構成や展開を工夫する。
書オ⿟⿟ 　表現の工夫とその効果などについて，自分の文章
のよい点や改善点を見いだす。

［言語活動］	書ウ　創作

176～179 5



図書の構成・内容［教材名］ 学習指導要領の内容 該当箇所
（ページ）

配当
時数

8
　
視
野
を
広
げ
る

評論 動物園でできること
（奥山英登）

読ア⿟⿟ 　全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示
の関係などを捉える。
読エ⿟⿟ 　構成や論理の展開，表現の効果について考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読ア　考えたことをまとめる

182～191 4

読み方を学ぼう⑦ 例示 192
漢字のしくみ2 熟語の読み 言葉ウ⿟⿟ 　常用漢字（350 字〜450 字）を読む。

言葉ウ⿟⿟ 　小学校で学んだ漢字を書き，使う。
言葉エ⿟⿟ 　抽象的な概念を表す語句の量を増す。
言葉エ⿟⿟ 　語感を磨き語彙を豊かにする。

193 1

書く 論説文
構成を工夫して考えを伝える

書イ⿟⿟ 　段落相互の関係を明確にし，文章の構成や展開を
工夫する。
書ウ⿟⿟ 　根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えるなど，
考えが伝わる文章になるように工夫する。

［言語活動］	書ア　意見

194～197 5

9
　
振
り
返
っ
て
見
つ
め
る

小説 走れメロス
（太宰治）

読イ⿟⿟ 　登場人物の言動の意味などを考えて内容を解釈する。
読エ⿟⿟ 　構成や論理の展開，表現の効果について考える。
読オ⿟⿟ 　自分の考えを広げたり深めたりする。

［言語活動］	読イ　考えたことを伝え合う

200～217 5

読み方を学ぼう⑧ 心内語 218

話す聞く 情報誌
地域の魅力を振り返って

話聞ア⿟⿟ 　異なる立場や考えを想定しながら，伝え合う内
容を検討する。
話聞オ⿟⿟ 　互いの立場や考えを尊重しながら話し合い，結
論を導くために考えをまとめる。

［言語活動］	話聞イ　取材・編集会議 220～225

3

書く 書ア⿟⿟ 　社会生活の中から題材を決める。
書エ⿟⿟ 　読み手の立場に立って文章を整える。

［言語活動］	書ア　編集
5

歌の言葉 365日の紙飛行機［歌］AKB48 226～227 －

文法のまとめ 言葉オ⿟⿟ 　単語の活用について理解する。
言葉オ⿟⿟ 　助詞や助動詞のはたらきについて理解する。
言葉オ⿟⿟ 　文の構成について理解する。
言葉オ⿟⿟ 　話や文章の構成や展開について理解を深める。

228～243 －

読
書
の
広
場

小さな図書館 幅広い読書への誘いを示し，学んだことを活用する場をㅥㅥ
用意するとともに，読書に親しむ態度の育成を図ってい
る。

244～249

適宜

小説 ポテト・スープが大好きな猫
（テリー=ファリッシュ
［訳］村上春樹）

250～255

小説 むさぼり（辻邦生） 256～261
古文 那須与一──「平家物語」より 262～267
講演録 見えないチカラとキセキ

（浦田理恵・竹内由美） 268～273

説明 水田のしくみを探る（岡崎稔） 274～278

資
料
編

情報を
活用する

情報探しの方法 情報収集と活用のヒントや情報機器の活用法を示し，社会ㅥㅥ
生活において適切に情報を扱う力を高めることを図っている。

280～285

適宜

引用と著作権 286～287

古典芸能に
親しむ

歌舞伎の世界 古典芸能への誘いを示し，伝統文化に親しむ態度の育成ㅥㅥ
を図っている。

288～289
歌舞伎　外郎売 290～293

社会生活に
生かす

メモを活用する 「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の学習や，ㅥㅥ
他教科の学習，日常生活・社会生活における言語活動を
支える学びの方法を整理し，国語を適切に表現し正確に
理解する能力の育成や，伝え合う力を高めることを図っ
ている。

294～295
話し合いの形式を選ぶ 296～297
辞典を活用する 298～299
手紙・はがき・メールの書き方 300～301
原稿用紙の使い方・推敲の仕方 302～303

参考資料 日本文学名作集 国語科の学習を効果的に進める上で役立つ知識を整理しㅥㅥ
て示し，国語に対する認識を深め，国語を尊重する態度
の育成を図っている。

304～307
学習用語辞典 308～313
語彙の広がり 314～317
「思考の方法」一覧 318～321
二年生で学ぶ漢字字典 322～335
二年生で学ぶ音訓 336
小学校六年生で学習した漢字 337
常用漢字表音訓一覧 338～350
常用漢字表付表 351

折り込み 「読み方を学ぼう」一覧 折り込み

※漢字の取り立て教材「漢字を身につけよう」は，年間を通してバランスよく学習できるよう，各単元に年間 9箇所（各 1時間）配置した。
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